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　本校は創立53年目を迎える４つの中学校の統合校です。校区
は市全体の面積の６割を占めていますが、中山間地域が多いこ
とから、近年は少子化の影響を受けて、生徒数は最も多い時期
の半数程度（平成31年２月１日現在：224名）にまで減少して
きています。地域の皆さんの学校に対する期待には大きなもの
があり、公立学校としては全国でも稀な『後援会』を組織して、
物心両面で学校を支援していただいています。

　学校と地域との繋がりには強いものがあります。地域の皆さんか
らは、通学路の見守りや安全整備、学校花壇への花植え等、様々な
ご協力をいただいていますし、生徒会の校外での取組も地域へのボ
ランティア活動が中心となっています。地域の各種行事では、音楽
部の演奏会、茶道部のお茶会、美術部の消防屯所シャッターへの絵
画制作などを行っていますし、また特に地域の福祉施設とは、お祭
の際の模擬店への協力や清掃活動、花のプランターや車椅子のプレ
ゼントなどを通じて関係を強化してきました。
　生徒会では、長年に渡って

「Let’sリサイクル」と名付けた
地域挙げての資源ゴミの回収
にも取り組んでいます。これは、
全 校 生 徒 と 教 職 員、保 護 者、
地域の皆さんが共に汗を流す
中で、労を厭わずに熱心に作
業できる本校の生徒たちの良さを皆さんに知っていただける絶好の
機会にもなっています。また、その収益金の一部は、東日本大震災
で被災した（本市と姉妹都市関係にある）宮城県岩沼市の中学校へ
の義援金や交流経費にも活用してきました。
　運動会や文化祭などの学校行事にも、地域の皆さんにたくさんお
越しいただいています。生徒たちが自主的に準備と練習を重ね、本
番で見せる感動的な姿には皆さんから高い評価をいただいており、
そのことが生徒たちの自信と誇り、集団の質を高める効果も生み出
しています。

　本校では３年生の４月又は５月に職場体験学習を行っています。
教育課程上では、主に「総合的な学習の時間」を使うことが多いの
ですが、特別活動や道徳と関連させながら、総合的なキャリア教育
として進めています。職場の数は、75名程度の生徒に対して、地
元を中心に市内の40~50の事業所に受け入れをお願いしています。
これは、学校での雰囲気をそのまま持ち込むことのないように、ま

た各事業所で細かな指導を受け
やすいように、１つの事業所に
ついては１~２名の生徒が望ま
しいと判断してのことです。実
際、学習後の生徒たちの感想からは、友人を意識することなく取り
組めたことで、「仕事に集中できた」とか「新しい自分を発見できた」
などの声が寄せられています。加えて、生徒から職場の人へと立場
を変えることで、地域や人々に対する見方が変わったと述べる生徒
も出てきています。
　学習終了後は『発表会』を開催して、生徒一人一人が職場体験か
ら「何を学び、それをこれからの自分にどう生かしていくのか」を
仲間や保護者、お世話になった職場の方々に報告する機会を設けて
います。職場の方からもコメントをいただき、この学習から得られ
た成果を一過性のもので終わらせることなく、中・長期の展望に立っ
た意識付けを行うようにしています。
　新しい学習指導要領では、全ての学習活動が「主体的・対話的で
深い学び」につながっていかなければなりません。また特別活動に
おいては、育成する資質・能力は「人間関係形成」「社会参画」「自
己実現」の三つの視点に整理されています。特別活動を意味あるも
のとしていくためには、めざす学びと資質・能力につながるような
手立てを工夫していくことが重要になると考えています。
　「なすことによって学ぶ」という特別活動本来の趣旨を逸脱するこ
となく、生徒たちの意欲や発想を大切にしながら、これからも地域
とともに有意義な活動を推進していきたいと思います。

特別活動への学校としての取組
南国市立北陵中学校　校長　西尾 洋之
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特別活動と新たな教育課程の実現
國學院大學栃木短期大学特任教授　須藤 稔

今、既にある「特別活動の宝」から創造するキャリア教育
“̶小学校の係活動の見直し”から考える̶

神戸松蔭女子学院大学教授　秋山 麗子

先行実施２年目に向けた中学校特別活動の充実に向けて
小平市立小平第五中学校校長　青木 由美子

クローズアップ！教育の現場
特別活動への学校としての取組
南国市立北陵中学校校長　西尾 洋之

02.

08.

04.

06.

【特集】

監修：渡部 邦雄（元文部省主任視学官、元日本特別活動学会会長、
 東京農業大学客員教授）



　各学校では、年次計画に基づく移行措置から
全面実施に向けての段階を迎えている。
　このような改訂期には、新たに示された実践
事項に目が奪われがちであるが、教育課程の改
善策として示された「社会に開かれた教育課程」

（中央教育審議会答申：平成28年12月）の理念や
全体構想を改めて俯瞰し、その上で、各教科等
の学習指導要領の主な改善事項の実現に向け、
学校内外の教育環境整備に努めることが肝要と
考える。
　そこで本稿は、教育課程改訂の理念に関わる
特別活動の改善に視点を当て、学校教育におけ
る特別活動の役割を提言するものである。

　「社会に開かれた教育課程」を咀嚼するなら、
予測困難なこれからの時代を担う子供たちの育
成を、学校だけでなく社会と連携・協働しなが
ら目指す教育観であり、教育を学校に依存して
きた従来の意識改革を迫るものと言える。
　そこでは、未来社会を自ら切り拓く資質・能
力を教科等の特質から「三つの柱」に整理し、そ
の実現を各学校におけるカリキュラム・マネジ
メントと「主体的・対話的で深い学び」による授
業改善を通して、教職員間、学校段階間、学校
と社会との間の相互連携や学校種を越えた初等
中等教育全体で目指すものとしている。
　このように今回の学習指導要領改訂の大きな
特徴は、育成を目指す資質・能力や指導方法等
が答申で先に示され、それに基づく各教科等の
統一的な改訂となったことである。
　答申を受けた幼稚園教育要領、各段階の学習

指導要領の前文では、これからの学校教育（教育
課程）の方向性を以下のように示し、初等中等教
育の全体像を明確にしている。

　これらを整理するなら、各園・学校においては、
教育基本法第１条、第２条に基づく従来の教育
から、上記前文の『 』を加えた方向性を描きなが
ら、各学校段階、各教科等の特質（見方・考え方）
に基づく「三つの柱」を、社会と連携・協働しな
がら育成することにある。
　なお、上記『 』は、各学校の教育目標設定にも
つながる「育成すべき子ども像」と考える。
　

　中央教育審議会答申第２部第２章「各教科・科
目等の内容の見直し」②（p230）では、以下のよ
うに特別活動改訂の方向性を示している。

（１）改善の内容
　上記答申の実現に向けて、目標を「人間関係形
成」「社会参画」「自己実現」の三つの視点（見方・
考え方）を手がかりに資質・能力を三つの柱に
そって整理し、昭和43年改訂以降継続してきた
目標冒頭の「望ましい集団活動を通して」を削除
し、具体的な学習過程に意味を込め、資質・能
力の育成を目指すとしている。
　また、従来のように各活動・学校行事に目標
を設定せず、特別活動全体の目標に集約するこ
とにより、全体としての一体感を示している。
　特別活動で育成を目指す三つの柱は、教育基
本法第１条、第２条を直接達成するとともに、
前文『 』の育成に深く関わることから、各教科に
おける「主体的・対話的で深い学び」を往還する
カリキュラム・マネジメントの要として、さら
に各学校の教育目標達成に関わる役割を担うこ
とになる。
　課題解決における学習過程の提示も、育成を
目指す資質・能力を意図した指導方法を求めて
おり、このことは「主体的」な学びとして新たな
課題解決に取り組むなど、学び続ける姿勢の形
成にもつながるものである。
　内容構成についての大きな変更はないが、各
内容・学校行事の内容項目に育成を目指す資質・
能力に関わる内容を併記し、資質・能力の確実
な育成を求めている。
　さらに学級経営や生徒指導の重要性を示した
総則第４の１(1)(2)に関わる特別活動第３の１
(3)では、学級経営と「いじめの未然防止等」を示
すなど、学校生活の基盤づくりと生徒指導に関
わる役割を明確にしている。

（２）キャリア教育の要としての特別活動
　また、学級活動の内容項目（3）に総則第４の
１（3）を受け、学校教育全体で行うキャリア教
育の要として「一人一人のキャリア形成と自己実
現」を小中・高等学校の共通事項としていること
に着目する必要がある。
　キャリア教育とは、教育と職業を結びつける
教育活動の総称で、社会的・職業的自立に必要
な基盤的資質・能力を育成する教育であり、そ
の多くの汎用的資質・能力が特別活動で育成す

る資質・能力と重なることから、特別活動が要
とされる所以と言える。
　そのような観点から、それらを獲得する過程
を児童・生徒の自主的な活動、すなわち特別活
動として実践することや、学級活動のみの活動
にならないよう留意することが求められる。

　一方、今次の特別活動の改訂は、１で述べた
ように教科横並びの改訂であったことから、継
承すべき教科外活動としての特質が危惧される
ところである。例えば、各内容を示す告示文の
文末が従来の「活動を行うこと」から「できるよ
う指導する」、「活動過程」が「学習過程」、児童
生徒への「指導・援助」が「指導」などと教科同様
に変更されている。特別活動の本質に関わる文
言等の変更については、誤った実践に陥らない
よう、従来の解釈を参考にするなど、各学校で
の検討が必要と考える。
　また、連携・協働には、双方共に実現可能な
力量を有していることが前提となる。社会との
連携・協働なくして本改訂は「絵に描いた餅」と
なろう。今改訂が学校の負担をさらに増長させ
ることがないよう、行政には「改正社会教育法」
等の実効性を高める役割が求められる。

　これからの学校には、こうした教育の目
的及び目標の達成を目指しつつ、『一人一
人の生徒が、自分のよさや可能性を認識す
るとともに、あらゆる他者を価値のある存
在として尊重し、多様な人々と協働しなが
ら様々な社会的変化を乗り越え、豊かな人
生を切り拓き、持続可能な社会の創り手と
なることができるようにすることが求めら
れる。』（注： 『 』筆者）

　特別活動は、教育課程全体の中で、㋐ 
特別活動の各活動において資質・能力を育
む役割だけでなく、㋑学級活動を通じて学
級経営の充実が図られ、学びに向かう学習
集団を形成することや、各教科等の特質に
応じた「見方・考え方」を特別活動の中で
実践的な文脈で用いることによって、各教
科におけるより「主体的・対話的で深い学
び」の実現に寄与する役割や、㋒教育課程
外も含め、学級・学校文化の形成等を通じ
て学校全体の目標の実現につなげていく役
割を担っており、これらをバランスよく果
たすことが求められる。

元 栃木県公立中学校教諭 教頭 校長。栃木県教育長。 
日本特別活動学会会長。白鷗大学教授（現参与）。
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　各学校では、年次計画に基づく移行措置から
全面実施に向けての段階を迎えている。
　このような改訂期には、新たに示された実践
事項に目が奪われがちであるが、教育課程の改
善策として示された「社会に開かれた教育課程」

（中央教育審議会答申：平成28年12月）の理念や
全体構想を改めて俯瞰し、その上で、各教科等
の学習指導要領の主な改善事項の実現に向け、
学校内外の教育環境整備に努めることが肝要と
考える。
　そこで本稿は、教育課程改訂の理念に関わる
特別活動の改善に視点を当て、学校教育におけ
る特別活動の役割を提言するものである。

　「社会に開かれた教育課程」を咀嚼するなら、
予測困難なこれからの時代を担う子供たちの育
成を、学校だけでなく社会と連携・協働しなが
ら目指す教育観であり、教育を学校に依存して
きた従来の意識改革を迫るものと言える。
　そこでは、未来社会を自ら切り拓く資質・能
力を教科等の特質から「三つの柱」に整理し、そ
の実現を各学校におけるカリキュラム・マネジ
メントと「主体的・対話的で深い学び」による授
業改善を通して、教職員間、学校段階間、学校
と社会との間の相互連携や学校種を越えた初等
中等教育全体で目指すものとしている。
　このように今回の学習指導要領改訂の大きな
特徴は、育成を目指す資質・能力や指導方法等
が答申で先に示され、それに基づく各教科等の
統一的な改訂となったことである。
　答申を受けた幼稚園教育要領、各段階の学習

指導要領の前文では、これからの学校教育（教育
課程）の方向性を以下のように示し、初等中等教
育の全体像を明確にしている。

　これらを整理するなら、各園・学校においては、
教育基本法第１条、第２条に基づく従来の教育
から、上記前文の『 』を加えた方向性を描きなが
ら、各学校段階、各教科等の特質（見方・考え方）
に基づく「三つの柱」を、社会と連携・協働しな
がら育成することにある。
　なお、上記『 』は、各学校の教育目標設定にも
つながる「育成すべき子ども像」と考える。
　

　中央教育審議会答申第２部第２章「各教科・科
目等の内容の見直し」②（p230）では、以下のよ
うに特別活動改訂の方向性を示している。

（１）改善の内容
　上記答申の実現に向けて、目標を「人間関係形
成」「社会参画」「自己実現」の三つの視点（見方・
考え方）を手がかりに資質・能力を三つの柱に
そって整理し、昭和43年改訂以降継続してきた
目標冒頭の「望ましい集団活動を通して」を削除
し、具体的な学習過程に意味を込め、資質・能
力の育成を目指すとしている。
　また、従来のように各活動・学校行事に目標
を設定せず、特別活動全体の目標に集約するこ
とにより、全体としての一体感を示している。
　特別活動で育成を目指す三つの柱は、教育基
本法第１条、第２条を直接達成するとともに、
前文『 』の育成に深く関わることから、各教科に
おける「主体的・対話的で深い学び」を往還する
カリキュラム・マネジメントの要として、さら
に各学校の教育目標達成に関わる役割を担うこ
とになる。
　課題解決における学習過程の提示も、育成を
目指す資質・能力を意図した指導方法を求めて
おり、このことは「主体的」な学びとして新たな
課題解決に取り組むなど、学び続ける姿勢の形
成にもつながるものである。
　内容構成についての大きな変更はないが、各
内容・学校行事の内容項目に育成を目指す資質・
能力に関わる内容を併記し、資質・能力の確実
な育成を求めている。
　さらに学級経営や生徒指導の重要性を示した
総則第４の１(1)(2)に関わる特別活動第３の１
(3)では、学級経営と「いじめの未然防止等」を示
すなど、学校生活の基盤づくりと生徒指導に関
わる役割を明確にしている。

（２）キャリア教育の要としての特別活動
　また、学級活動の内容項目（3）に総則第４の
１（3）を受け、学校教育全体で行うキャリア教
育の要として「一人一人のキャリア形成と自己実
現」を小中・高等学校の共通事項としていること
に着目する必要がある。
　キャリア教育とは、教育と職業を結びつける
教育活動の総称で、社会的・職業的自立に必要
な基盤的資質・能力を育成する教育であり、そ
の多くの汎用的資質・能力が特別活動で育成す

る資質・能力と重なることから、特別活動が要
とされる所以と言える。
　そのような観点から、それらを獲得する過程
を児童・生徒の自主的な活動、すなわち特別活
動として実践することや、学級活動のみの活動
にならないよう留意することが求められる。

　一方、今次の特別活動の改訂は、１で述べた
ように教科横並びの改訂であったことから、継
承すべき教科外活動としての特質が危惧される
ところである。例えば、各内容を示す告示文の
文末が従来の「活動を行うこと」から「できるよ
う指導する」、「活動過程」が「学習過程」、児童
生徒への「指導・援助」が「指導」などと教科同様
に変更されている。特別活動の本質に関わる文
言等の変更については、誤った実践に陥らない
よう、従来の解釈を参考にするなど、各学校で
の検討が必要と考える。
　また、連携・協働には、双方共に実現可能な
力量を有していることが前提となる。社会との
連携・協働なくして本改訂は「絵に描いた餅」と
なろう。今改訂が学校の負担をさらに増長させ
ることがないよう、行政には「改正社会教育法」
等の実効性を高める役割が求められる。

　これからの学校には、こうした教育の目
的及び目標の達成を目指しつつ、『一人一
人の生徒が、自分のよさや可能性を認識す
るとともに、あらゆる他者を価値のある存
在として尊重し、多様な人々と協働しなが
ら様々な社会的変化を乗り越え、豊かな人
生を切り拓き、持続可能な社会の創り手と
なることができるようにすることが求めら
れる。』（注： 『 』筆者）

　特別活動は、教育課程全体の中で、㋐ 
特別活動の各活動において資質・能力を育
む役割だけでなく、㋑学級活動を通じて学
級経営の充実が図られ、学びに向かう学習
集団を形成することや、各教科等の特質に
応じた「見方・考え方」を特別活動の中で
実践的な文脈で用いることによって、各教
科におけるより「主体的・対話的で深い学
び」の実現に寄与する役割や、㋒教育課程
外も含め、学級・学校文化の形成等を通じ
て学校全体の目標の実現につなげていく役
割を担っており、これらをバランスよく果
たすことが求められる。

元 栃木県公立中学校教諭 教頭 校長。栃木県教育長。 
日本特別活動学会会長。白鷗大学教授（現参与）。
第8期中央教育審議会教育課程部会専門員 特別活動
ワーキング主査代理。学習指導要領の改善に係る検討に
必要な専門的作業等協力者（中学校 高等学校）。中学校学
習指導要領及び解説書（特別活動編）  作成協力者（平成
元年10年20年）。生徒指導提要の作成に関する協力者。
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に必要な組織や仕事を、児童が見いだし協力しな
がら責任をもって行う活動です。この “係活動”
をキャリア教育の視点（ここでは「学級活動⑶－
イ　社会参画意識の醸成や働くことの意義の理
解」の視点）で見直すポイントは次の4点です。

① 学級や学校のために友達と力を合わせて働く
ことの意義の理解を深めること。

② 多様性を認め合いながら、他の児童と力を合
わせて働く大切さに気付くようにすること。

③ 自分のよさを生かし、工夫しながら自己の役
割を果たすことができるようにすること。

④ 社会の一員として、責任をもって主体的に行
動しようとする態度を育てること。

　このポイントで“係活動”を見直すことにより、
児童が自己の役割を自覚して協働することの意義
を体験的に理解することができます。そして社会
の一員としての役割を果たすために必要なことに
ついて主体的に考えることができるようになり、
児童のキャリア形成に資する活動となります。
　この時に重要な活動は、 振り返り と 活動の見
直し です（図１ ２学期の係活動の流れの例を参
照）。多くの学級では、学期初めに係を決めたあと、
日々の活動は児童に委ねてしまいがちです。その
ため活動がマンネリ化したり、活動そのものが消
滅してしまったりすることもあります。そこで、
学期途中に係活動について「振り返り」、自己評価
や相互評価をする「係活動を見直す」時間が必要
となります。
 

　特別活動では、平成30年度より新学習指導要
領の先行実施が始まっています。今回の改訂では、
特別活動は「キャリア教育の要」としてその推進
のために重要な位置付けがなされ、学級活動の内
容に「⑶一人一人のキャリア形成と自己実現」が
加えられました。しかしながら、他にも新しい教
育内容が盛り込まれ、学校現場ではカリキュラム
の再編成に頭を悩ませているのが実状です。
　このような状況の中でヒントになるのは「今、
既にある宝」というキーワードです。これは平成
24年に国立教育政策研究所が出したリーフレッ
ト にある文言です。新学習指導要領が実施され
ようとしている今こそ、様々な教育活動の「既に
ある宝」を洗い出し、そこにキャリア教育の視点
をプラスしてデザインするという発想が必要で
す。
　そこで本稿では、“学級の係活動”という既にあ
る「特別活動の宝」について「キャリア教育」の視
点から見直し、「キャリア教育の要」としての特別
活動の取り組みについて考えていきます。

　従来から「学級活動⑴－イ　学級内の組織づく
りや役割の自覚」に位置付けて取り組まれている

“係活動”は、学級生活の充実と向上を図るため

　次に示すのは、係活動見直しの活動手順の一例
です。

　児童は、自分が進めてきた係の活動や仕事ぶり
について他の係の友達から客観的な活動評価を得
ることにより、自分の係の活動が学級生活の充実
と向上に貢献していることを知ります。そして、
どの係も学級目標を達成し学校生活を豊かで充実
したものにするために必要な役割を担って活動し
ていることに気付きます。これは、次のようなキャ
リア形成に関わる気付きです。

① 係活動を通した学級という社会と自分との関
わりについての気付き

② 自分も含めた係の役割や仕事の価値について
の気付き

③ その役割や仕事に果たす自分の存在の有意性
についての気付き　

　このように、「係活動の見直し」の活動に係の相
互評価を取り入れ、それぞれの係が学級生活の充
実と向上にどのように貢献しているかの視点で話
し合うことで、キャリア教育としての視点が加
わってきます。係活動は学級活動⑴に位置付けら
れてきましたが、図1のように係の決定から活動
の見直し、そして次の学期の係決めまでを一連の
活動と捉えることで、学級活動⑶の内容にも位置
付けることができます。このことで、学級活動⑴

と⑶を統合した活動として取り組むカリキュラ
ム・マネジメントも可能になります。

　小学校におけるキャリア教育は、将来の目標を
もち自分に自信をもって生きていくために、日々
の学校生活や授業、体験活動、行事の経験等を通
して学んだり考えたりしたことと、自分の将来と
の繋がりを見通す力や態度を育成することを目指
しています。「特別活動をキャリア教育の要とし
て取り組む」とは、学校の教育活動全体の取り組
みを自己の将来や社会づくりに繋げていくための
役割を特別活動が担うようにすることです。その
ために、特別活動の時間が単に将来の夢の話や職
業調べをするだけの時間にならないようにするこ
とが重要です。
　学校現場には、“係活動”の他にも、脈々と受け
継がれてきた様々な「特別活動の宝」が存在しま
す。例えば、自分達の学級や学校生活を自分達で
創るために話し合い、問題を解決していく “学級
会”や“児童会”の活動、人間関係を築き深めてい
く“クラブ活動”や“集会活動”等です。今、求め
られているのは、これらの「宝」をキャリア教育
の視点で見直し、そこに新たな息吹を吹き込むこ
とではないでしょうか。

図1　2学期の係活動の流れの例

『キャリア教育を「デザイン」する　小・中・高等学校における
年間指導計画作成のために』国立教育政策研究所リーフレット
H24より

① 係活動に関する事前アンケートを実施
する。

【アンケート内容】
ア 自分の係の仕事内容や仕事ぶりにつ

いて振り返る。
イ 自分以外の係について、頑張ってい

ることや学級生活の充実や向上に役
立っていることを見つける。

② 事前アンケートの結果をもとに、係の活
動状況で気付いたことや分かったことに
ついて学級会で相互に評価する話合いを
行う。

③ ②の話合いを参考にして、係毎のグルー
プ会議で、今後の活動の改善のための話
合いをする。

係活動を見直そう
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２学期にがんばりたいこと
を考えよう
係を決めよう
運動会の参加のしかたを　
考えよう
日直の仕事を考えよう
成長に必要な栄養について
知ろう
正しい歩行や自転車の　　
乗り方
友だちのよい所を　　　　
見つけよう
風邪を予防しよう
係の活動を工夫しよう
ブックトーク大会を　　　
計画しよう
お誕生日集会をしよう
２学期を振り返ろう
冬休みの暮らし方を　　　
考えよう
３学期にがんばりたいこと
を考えよう
係を決めよう
「1/2成人式」の計画を　　
立てよう

２
学
期

３
学
期

９月
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11月

12月

１月

①係を決める

③振り返り

⑥前学期の振り返りをもとに、新たな係を決める

②日々の活動

④活動の見直し

⑤見直した日々の活動

特
集 特別活動とキャリア教育特
集

今、既にある
「特別活動の宝」から
創造するキャリア教育
―“小学校の係活動の

見直し”から考える―
神戸松蔭女子学院大学　教育学部教育学科

教授　秋山 麗子

１ 今、小学校の現場では…

日本特別活動学会理事
大阪市立小学校教員を経て、現職。教員時代は、大阪
市小学校教育研究会児童会活動部に所属し、学級活動、
児童会活動を中心に特別活動に取り組み、実践に基づ
く理論研究を進めてきた。
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● 秋山 麗子 （あきやま　れいこ）２ 学級の係活動
―「今、既にある宝」―
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に必要な組織や仕事を、児童が見いだし協力しな
がら責任をもって行う活動です。この “係活動”
をキャリア教育の視点（ここでは「学級活動⑶－
イ　社会参画意識の醸成や働くことの意義の理
解」の視点）で見直すポイントは次の4点です。

① 学級や学校のために友達と力を合わせて働く
ことの意義の理解を深めること。

② 多様性を認め合いながら、他の児童と力を合
わせて働く大切さに気付くようにすること。

③ 自分のよさを生かし、工夫しながら自己の役
割を果たすことができるようにすること。

④ 社会の一員として、責任をもって主体的に行
動しようとする態度を育てること。

　このポイントで“係活動”を見直すことにより、
児童が自己の役割を自覚して協働することの意義
を体験的に理解することができます。そして社会
の一員としての役割を果たすために必要なことに
ついて主体的に考えることができるようになり、
児童のキャリア形成に資する活動となります。
　この時に重要な活動は、 振り返り と 活動の見
直し です（図１ ２学期の係活動の流れの例を参
照）。多くの学級では、学期初めに係を決めたあと、
日々の活動は児童に委ねてしまいがちです。その
ため活動がマンネリ化したり、活動そのものが消
滅してしまったりすることもあります。そこで、
学期途中に係活動について「振り返り」、自己評価
や相互評価をする「係活動を見直す」時間が必要
となります。
 

　特別活動では、平成30年度より新学習指導要
領の先行実施が始まっています。今回の改訂では、
特別活動は「キャリア教育の要」としてその推進
のために重要な位置付けがなされ、学級活動の内
容に「⑶一人一人のキャリア形成と自己実現」が
加えられました。しかしながら、他にも新しい教
育内容が盛り込まれ、学校現場ではカリキュラム
の再編成に頭を悩ませているのが実状です。
　このような状況の中でヒントになるのは「今、
既にある宝」というキーワードです。これは平成
24年に国立教育政策研究所が出したリーフレッ
ト にある文言です。新学習指導要領が実施され
ようとしている今こそ、様々な教育活動の「既に
ある宝」を洗い出し、そこにキャリア教育の視点
をプラスしてデザインするという発想が必要で
す。
　そこで本稿では、“学級の係活動”という既にあ
る「特別活動の宝」について「キャリア教育」の視
点から見直し、「キャリア教育の要」としての特別
活動の取り組みについて考えていきます。

　従来から「学級活動⑴－イ　学級内の組織づく
りや役割の自覚」に位置付けて取り組まれている

“係活動”は、学級生活の充実と向上を図るため

　次に示すのは、係活動見直しの活動手順の一例
です。

　児童は、自分が進めてきた係の活動や仕事ぶり
について他の係の友達から客観的な活動評価を得
ることにより、自分の係の活動が学級生活の充実
と向上に貢献していることを知ります。そして、
どの係も学級目標を達成し学校生活を豊かで充実
したものにするために必要な役割を担って活動し
ていることに気付きます。これは、次のようなキャ
リア形成に関わる気付きです。

① 係活動を通した学級という社会と自分との関
わりについての気付き

② 自分も含めた係の役割や仕事の価値について
の気付き

③ その役割や仕事に果たす自分の存在の有意性
についての気付き　

　このように、「係活動の見直し」の活動に係の相
互評価を取り入れ、それぞれの係が学級生活の充
実と向上にどのように貢献しているかの視点で話
し合うことで、キャリア教育としての視点が加
わってきます。係活動は学級活動⑴に位置付けら
れてきましたが、図1のように係の決定から活動
の見直し、そして次の学期の係決めまでを一連の
活動と捉えることで、学級活動⑶の内容にも位置
付けることができます。このことで、学級活動⑴

と⑶を統合した活動として取り組むカリキュラ
ム・マネジメントも可能になります。

　小学校におけるキャリア教育は、将来の目標を
もち自分に自信をもって生きていくために、日々
の学校生活や授業、体験活動、行事の経験等を通
して学んだり考えたりしたことと、自分の将来と
の繋がりを見通す力や態度を育成することを目指
しています。「特別活動をキャリア教育の要とし
て取り組む」とは、学校の教育活動全体の取り組
みを自己の将来や社会づくりに繋げていくための
役割を特別活動が担うようにすることです。その
ために、特別活動の時間が単に将来の夢の話や職
業調べをするだけの時間にならないようにするこ
とが重要です。
　学校現場には、“係活動”の他にも、脈々と受け
継がれてきた様々な「特別活動の宝」が存在しま
す。例えば、自分達の学級や学校生活を自分達で
創るために話し合い、問題を解決していく “学級
会”や“児童会”の活動、人間関係を築き深めてい
く“クラブ活動”や“集会活動”等です。今、求め
られているのは、これらの「宝」をキャリア教育
の視点で見直し、そこに新たな息吹を吹き込むこ
とではないでしょうか。

図1　2学期の係活動の流れの例

『キャリア教育を「デザイン」する　小・中・高等学校における
年間指導計画作成のために』国立教育政策研究所リーフレット
H24より

① 係活動に関する事前アンケートを実施
する。

【アンケート内容】
ア 自分の係の仕事内容や仕事ぶりにつ

いて振り返る。
イ 自分以外の係について、頑張ってい

ることや学級生活の充実や向上に役
立っていることを見つける。

② 事前アンケートの結果をもとに、係の活
動状況で気付いたことや分かったことに
ついて学級会で相互に評価する話合いを
行う。

③ ②の話合いを参考にして、係毎のグルー
プ会議で、今後の活動の改善のための話
合いをする。

係活動を見直そう

PlanPlan

DoDo

CheckCheck

A
ction

A
ction

２学期にがんばりたいこと
を考えよう
係を決めよう
運動会の参加のしかたを　
考えよう
日直の仕事を考えよう
成長に必要な栄養について
知ろう
正しい歩行や自転車の　　
乗り方
友だちのよい所を　　　　
見つけよう
風邪を予防しよう
係の活動を工夫しよう
ブックトーク大会を　　　
計画しよう
お誕生日集会をしよう
２学期を振り返ろう
冬休みの暮らし方を　　　
考えよう
３学期にがんばりたいこと
を考えよう
係を決めよう
「1/2成人式」の計画を　　
立てよう

２
学
期

３
学
期

９月

10月

11月

12月

１月

①係を決める

③振り返り

⑥前学期の振り返りをもとに、新たな係を決める

②日々の活動

④活動の見直し

⑤見直した日々の活動

特
集 特別活動とキャリア教育特
集

今、既にある
「特別活動の宝」から
創造するキャリア教育
―“小学校の係活動の

見直し”から考える―
神戸松蔭女子学院大学　教育学部教育学科

教授　秋山 麗子

１ 今、小学校の現場では…

日本特別活動学会理事
大阪市立小学校教員を経て、現職。教員時代は、大阪
市小学校教育研究会児童会活動部に所属し、学級活動、
児童会活動を中心に特別活動に取り組み、実践に基づ
く理論研究を進めてきた。
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● 秋山 麗子 （あきやま　れいこ）２ 学級の係活動
―「今、既にある宝」―

３「キャリア教育の要」として
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が組織されている。このようなことから、特別活
動の「学級活動」「生徒会活動」「学校行事」を組織
的・系統的・横断的にマネジメントする組織体制
が十分に構築されていない現状も少なからずあ
る。新学習指導要領では、カリキュラム・マネジ
メントの重要性が謳われており、今後は特別活動
を推進する役割を明確化し、各活動及び学校行事
を組織的・系統的・横断的に取り組めるようにす
るとともに、他の教科や領域とも関連させながら
各活動及び学校行事のねらいを実現できるよう、
全体計画や年間指導計画の作成の充実を図ること
が重要である。

　平成29年７月に刊行された中学校学習指導要
領（平成29年告示）解説の総則編及び特別活動編
には、学級経営の充実について、その意義や重要
性について多く掲載されている。因みに、現行の
中学校学習指導要領解説特別活動編には、「学級
経営」の文言は３カ所であったが、今回の解説書
には41カ所に文言の記載がある。
　学級は、生徒にとって学習や生活の基盤であり
居心地のよい居場所でなければならない。だから、
学級担任の役割と学級経営の充実は大変重要であ
る。一方で、2017年頃からの教員の大量退職の後、
学校では現在もなお経験の浅い教員の増加が続い
ているが、前述のように、特別活動の理解不足や
組織体制の課題もあり、学級活動の指導や学級経
営のノウハウについて校内での指導（ＯＪＴ）が
十分にできないなど、学級担任としての資質・能
力を十分に身に付けられていない教員も少なくな
いことも課題の一つである。
　学級経営の充実を図るためには、「学級活動」や
「生徒会活動」「学校行事」に取り組む中で、生徒
同士、教師と生徒などが互いに信頼関係を構築し
ていく必要がある。とりわけ、「学級活動」は重要
な意味をもつ活動であり、級友という身近な人と
の関わり方や意見や考えの伝え合いにより、人間
関係構築力を育むことができる。今回の解説では、
「合意形成」という文言が新たに明記されるととも
に、「意思決定」についても多くの記載がある。
　集団のルールや決まりなどを話し合って決め、
決めたことを実践し、実践を振り返って次の行動

　中学校の新学習指導要領が全面実施される
2021年度に先立ち、特別活動の先行実施が始まっ
た。これまでの特別活動の現状や課題を踏まえて、
これからの特別活動の充実に期待したいところで
ある。しかしながら、領域としての特別活動には
教科書がなく、さらに他の教科・領域と違って時
間割表に「特別活動」の文字が表記されない。生
徒や保護者にとって「特別活動」という言葉にな
じみが薄く、それは教員にとっても同様で、残念
ながら、ねらいや内容の理解が十分でない現状も
ある。しかし、生徒の人格形成に特別活動は欠か
せない。学校という集団活動の中で、良好な人間
関係を築く力、集団や社会の一員として活動に参
画する力、自己実現を果たそうとする態度など、
まもなく義務教育を修了し、これからの社会を
担っていく中学生に欠かすことのできない資質・
能力を育成することのできる大事な領域であり、
キャリア教育の要として重要な役割を担っていく
のが特別活動である。

　中学校では、「教務部」「生活指導部」「進路指導
部」の３つの校務分掌から組織されている中学校
が多く、着任した本校においても同様である。そ
して本校では、生徒会担当者は「生活指導部」、進
路指導担当者は「進路学習部」の分掌組織に所属
しており、運動会や合唱コンクールなどの全校生
徒による学校行事はそれらとは別の「特別委員会」

へと改善する。こうした学級活動の指導を組織的・
計画的・継続的に行っていくことで、生徒は望ま
しい人間関係を築き、集団が成長することにつな
がり、これが生徒にとって居心地のよい学級、い
じめのない学級をつくる学級経営の基盤となる。

　学習指導要領には、「異年齢の生徒同士で協力
し、学校生活の充実と向上を図るための諸問題の
解決に向けて、計画を立て役割を分担し、協力し
て運営することに自主的、実践的に取り組むこと
（後略）」が生徒会活動の目標として示されている。
　実際に、小学校を卒業して中学校に入学後、生
徒会による新入生歓迎会や生徒総会、生徒朝礼、
専門委員会や中央委員会（学校によって名称は異
なる）、学校行事の実行委員会など、生徒が主体
的に活動する様子に、小学校との違いを感じた生
徒も少なくないだろう。こうした生徒の活動は、
学校の伝統として生徒から生徒へ引き継がれてい
ることが多い。そうした望ましい集団活動の実践
のためには、教師が適切に指導・援助することが
大切である。しかしながら前項でも述べたが、生
徒会活動についても、特別活動への理解不足や教
員経験、組織体制等の課題によって、ねらいや生
徒への指導のノウハウについて十分に継承できな
いこととも課題の一つである。
　私が会長を務める東京都中学校特別活動研究会
では、毎年12月に都内公立中学校の生徒会長を
対象に「生徒会長サミット」を開催している。そ
の際に、生徒を引率して会場に集まった生徒会担
当者を対象に教員研修を行い、生徒会活動につい
ての理解や互いの情報共有、課題についての協議
などの機会を設けている。その中で、各校の課題、
生徒会担当者としての悩みなどを聞いたところ、

● 生徒が主体的に活動できる指導の工夫
● 学校の組織的な指導・協力体制
● 生徒会活動に関する生徒・教員の意識
● 生徒会役員の学習や部活動との両立
● 活動時間の確保
● 生徒会活動の全校周知
● 担当者としての経験不足、指導への不安
● 教員間の連携

などを挙げている。こうした課題を克服し中学校

における生徒会活動が充実、活性化していけるよ
う、特別活動の研究者の一人として実践を重ね、
発信の機会を設けていければと思う。

　生徒は小学校での学級会の実践を通して、話合
いの進め方や合意形成の仕方、司会や記録などの
役割について学んでいる。中学校の特別活動は学
習指導要領に示されている通り、学級活動の内容
が小学校よりも増える。実際に、学校行事を成功
させるための話合いや生徒総会に向けた学級討議
など、小学校では経験が少なかった自治的な活動
を実践している。しかし一方で、教師主導の学級
活動も少なくない。以前に中学校の教員を対象に
行った調査では、約６割の教員が小学校の学級会
を見たことがないと回答している。子供たちの連
続した学びのためには小学校と中学校との連携や
共通理解が大切で、互いに特別活動の実践につい
ての理解を深めることが特別活動の充実の基盤と
なる。中学校では、小学校で身に付けた話合いや
合意形成の力を生かして、生徒がよりよい集団づ
くりのために、自ら学級や学校の課題を見つけ解
決していくことができるように導いていきたいと
ころである。また、今回の改訂では小学校学級活
動の内容に（３）が加わった。「キャリア形成」こ
そ連続性の大切な内容であり、連続した学びの実
現を目指していきたい。

特
集 特別活動とキャリア教育特
集

先行実施２年目に向けた
中学校特別活動の

充実に向けて
小平市立小平第五中学校　校長

青木 由美子

１ 特別活動の課題と期待される役割 ３ 学級経営と学級活動

４ 生徒会活動の充実、活性化

5 連続した学び（小学校との連携）

東京都公立中学校教諭、東京都教育委員会指導主事・
統括指導主事、東京都公立小学校副校長、東村山市教
育委員会指導課長等を経て、現職。現在、東京都中学
校特別活動研究会会長。
作成協力「学級・学校文化を創る特別活動　中学校編」

（東京書籍）他

著者プロフィール

● 青木 由美子 （あおき ゆみこ）

２ 校内組織の構築と
指導計画作成の充実
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南国市立北陵中学校教諭、南国市教育委員会事務局学校教育課指
導主事、伊野町立伊野中学校教頭、南国市教育委員会事務局学校
教育課長、高知県教育委員会事務局中部教育事務所長、四万十町
立窪川中学校校長を経て、現職（平成31年3月、退職）。高知県
小中学校長会会長（高知県中学校長会会長を兼務）、四国小中学
校道徳教育研究会会長、高知県道徳教育研究会会長を歴任。

著者プロフィール

● 西尾 洋之 （にしお ひろゆき）

　本校は創立53年目を迎える４つの中学校の統合校です。校区
は市全体の面積の６割を占めていますが、中山間地域が多いこ
とから、近年は少子化の影響を受けて、生徒数は最も多い時期
の半数程度（平成31年２月１日現在：224名）にまで減少して
きています。地域の皆さんの学校に対する期待には大きなもの
があり、公立学校としては全国でも稀な『後援会』を組織して、
物心両面で学校を支援していただいています。

　学校と地域との繋がりには強いものがあります。地域の皆さんか
らは、通学路の見守りや安全整備、学校花壇への花植え等、様々な
ご協力をいただいていますし、生徒会の校外での取組も地域へのボ
ランティア活動が中心となっています。地域の各種行事では、音楽
部の演奏会、茶道部のお茶会、美術部の消防屯所シャッターへの絵
画制作などを行っていますし、また特に地域の福祉施設とは、お祭
の際の模擬店への協力や清掃活動、花のプランターや車椅子のプレ
ゼントなどを通じて関係を強化してきました。
　生徒会では、長年に渡って

「Let’sリサイクル」と名付けた
地域挙げての資源ゴミの回収
にも取り組んでいます。これは、
全 校 生 徒 と 教 職 員、保 護 者、
地域の皆さんが共に汗を流す
中で、労を厭わずに熱心に作
業できる本校の生徒たちの良さを皆さんに知っていただける絶好の
機会にもなっています。また、その収益金の一部は、東日本大震災
で被災した（本市と姉妹都市関係にある）宮城県岩沼市の中学校へ
の義援金や交流経費にも活用してきました。
　運動会や文化祭などの学校行事にも、地域の皆さんにたくさんお
越しいただいています。生徒たちが自主的に準備と練習を重ね、本
番で見せる感動的な姿には皆さんから高い評価をいただいており、
そのことが生徒たちの自信と誇り、集団の質を高める効果も生み出
しています。

　本校では３年生の４月又は５月に職場体験学習を行っています。
教育課程上では、主に「総合的な学習の時間」を使うことが多いの
ですが、特別活動や道徳と関連させながら、総合的なキャリア教育
として進めています。職場の数は、75名程度の生徒に対して、地
元を中心に市内の40~50の事業所に受け入れをお願いしています。
これは、学校での雰囲気をそのまま持ち込むことのないように、ま

た各事業所で細かな指導を受け
やすいように、１つの事業所に
ついては１~２名の生徒が望ま
しいと判断してのことです。実
際、学習後の生徒たちの感想からは、友人を意識することなく取り
組めたことで、「仕事に集中できた」とか「新しい自分を発見できた」
などの声が寄せられています。加えて、生徒から職場の人へと立場
を変えることで、地域や人々に対する見方が変わったと述べる生徒
も出てきています。
　学習終了後は『発表会』を開催して、生徒一人一人が職場体験か
ら「何を学び、それをこれからの自分にどう生かしていくのか」を
仲間や保護者、お世話になった職場の方々に報告する機会を設けて
います。職場の方からもコメントをいただき、この学習から得られ
た成果を一過性のもので終わらせることなく、中・長期の展望に立っ
た意識付けを行うようにしています。
　新しい学習指導要領では、全ての学習活動が「主体的・対話的で
深い学び」につながっていかなければなりません。また特別活動に
おいては、育成する資質・能力は「人間関係形成」「社会参画」「自
己実現」の三つの視点に整理されています。特別活動を意味あるも
のとしていくためには、めざす学びと資質・能力につながるような
手立てを工夫していくことが重要になると考えています。
　「なすことによって学ぶ」という特別活動本来の趣旨を逸脱するこ
となく、生徒たちの意欲や発想を大切にしながら、これからも地域
とともに有意義な活動を推進していきたいと思います。

特別活動への学校としての取組
南国市立北陵中学校　校長　西尾 洋之

学校は地域とともに

地域はキャリア教育の場
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特別活動と
キャリア教育

特集

特別活動と新たな教育課程の実現
國學院大學栃木短期大学特任教授　須藤 稔

今、既にある「特別活動の宝」から創造するキャリア教育
“̶小学校の係活動の見直し”から考える̶

神戸松蔭女子学院大学教授　秋山 麗子

先行実施２年目に向けた中学校特別活動の充実に向けて
小平市立小平第五中学校校長　青木 由美子

クローズアップ！教育の現場
特別活動への学校としての取組
南国市立北陵中学校校長　西尾 洋之
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監修：渡部 邦雄（元文部省主任視学官、元日本特別活動学会会長、
 東京農業大学客員教授）


